
 

 

 

今年度で３５回目を迎える人権七夕の活動は、市内の全小学校 17 校と郡上特別支援学校で実施され
ています。また、郡上協議会が力を入れている啓発活動の一つです。和良小学校の取り組みを紹介します。 
 和良小学校では、７月２日（木）に人権七夕集会が行われました。和良小学校には、『なかよし宣言』が
あり、お互いが「ぽかぽか言葉と行動で仲間を思いやる」ことを意識して学校生活を送っています。 

 

 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 今回の人権七夕を迎えるにあた
り、みんなが人権に関する本（人を
大切にする本、思いやりの本、みん
なとの違いを知る本など）を読んだら
カードに書いていきます。そのカードを、
天の川の星空を描いた絵に貼り付け
て橋をつくっていきます。集会では、そ
の橋の上でおりひめとひこぼしが見事
に出会えることができたことが発表さ
れました。また、「スペシャル見っけ」と
題して、他の友だちの良いところを見
つけて校内のボックスに投函されたも
のを発表しあう姿もありました。 



 

 

 


